
令和５年度 令和６年度

中学１年 中学２年 中学１年 中学２年

教 科 本校 全国 比較 本校 全国 比較 本校 全国 比較 本校 全国 比較

国 語 ６３.１ ６２.０ ＋１.１ ６６.５ ６７.８ △１.３ ５８.０ ５９.９ △１.９ ５８.８ ５８.０ ＋０.８

数 学 ４４.１ ５１.４ △７.３ ５０.８ ５０.１ ＋０.７ ４６.１ ５４.０ △７.９ ４４.７ ４９.６ △４.９

英 語 ４７.７ ５０.１ △２.４ ３６.２ ４９.２ △１３.０ ４５.６ ５６.８ △１１.２ ４１.３ ５２.１ △１０.８

令和７年度 八代市立第四中学校 学力向上プラン

校 訓 「優しく 正しく 逞しく」

学校教育目標 「夢と志をもち、自ら正しく判断し行動できる、逞しい生徒の育成」
スローガン ～互いに認め支え合い、安心して笑顔で過ごせる学校をめざして～

本校校内研修 「夢と志をもち、自ら学び、互いに認め合う生徒の育成」
〈研究主題〉 ～自己有用感や成就感の高まりにつながる指導をとおして～

※学力検査における本校の実態 ＊令和５・６年度熊本県学力調査における本校の平均正答率の推移

【具体的なプランと協力体制のイメージ】

学校総体の取組

(１) 研究授業での学び合い：学期に１回は「大研」を実施、講師招聘（全員１回は授業公開）
(２)「学力向上やつしろプラン」や「授業改善ステップワン」の視点に立った授業の工夫・改善
(３)「四中授業モデル」の確立とＩＣＴの活用による、主体的・対話的で深い学びの創造
(４) ＵＤの視点や応用行動分析学を意識した適切な学習支援の実践と検証及び工夫・改善
(５) 効果的な振り返りや「ｅライブラリィ」の有効活用を工夫し、学習内容の定着と深化を図る
(６) 「軌跡」ノートで家庭学習や生活を見取り、意欲と質の向上を促すコメントやアドバイス
(７) 小中連携の授業参観や研修会を通した、９年間のスパンでの学習指導の取組の連携・充実
(８) 全学調・県学調・市学調の結果を全職員で分析し、授業改善と学級集団づくりに活かす
(９) 学力向上の（ＰＤＣＡ）検証改善サイクルを活用した課題克服対策の着実な実施
(10) 一人一人の教育的ニーズに対応した特別支援教育の推進
(11) 学習規律及び基礎・基本的事項の確実な定着
(12)「よりそい愛言葉やつしろ」「学級経営イロハ」等の活用による魅力ある学級・学校づくり

教師 生徒
①教材研究 ・教科 ・道徳 ・学活など 授 ①学習規律の定着（授業の約束４項目）
②授業改善 ・四中授業モデルの確立 ②学習の質の向上（「学習の手引」活用）

・分かる授業への工夫、改善 業 ③家庭学習の充実（「軌跡」ノート活用）

《確かな学力の育成》
四葉会(四中ＰＴＡ)

○四中教育の振興と小中一貫・連携教育への支援、地域との連携強化
○学校応援団として、コミュニティ・スクールや学校行事への協力

《家庭・地域と共にある学校づくり》
家庭 地域

①各家庭での「挨拶、返事、マナー」アップ ①小中一貫・連携教育の充実、発展
②「早寝・早起き・朝ご飯」の取組 ②地域の人材の活用（地域学校協働活動）
③「三点固定運動・ノーメディアデー」の推進 ③コミュニティ・スクールによる連携・協働


